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先
秦
時
代
に
お
け
る
気
の
思
想
の
成
立
と
展
開
に
つ
い
て
、
筆

者
は
こ
れ
ま
で
、
『
国
語
』
周
語
に
お
い
て
見
出
し
得
る
と
こ
ろ
の
、

世
界
の
あ
ら
ゆ
る
事
象
を
気
で
説
明
し
よ
う
と
す
る
気
の
思
想
に

注
目
し
、
考
察
を
進
め
て
き
た
。
そ
し
て
気
の
思
想
を
成
立
さ
せ

ま
た
そ
れ
を
担
っ
た
の
は
周
の
史
官
や
楽
官
で
あ
り
、
や
が
て
気

の
思
想
は
史
官
や
楽
官
か
ら
他
の
知
識
人
た
ち
へ
と
、
ま
た
周
か

ら
他
の
地
域
へ
と
次
第
に
広
く
伝
播
し
て
行
き
、
や
が
て
春
秋
戦

国
時
代
の
諸
子
に
よ
っ
て
受
容
さ
れ
て
い
っ
た
と
考
え
た
（
注
1
)
0

か
か
る
着
想
の
基
に
、
先
に
兵
家
に
お
け
る
気
に
つ
い
て
検
討

し
た
が
、
本
研
究
で
は
、
墨
家
に
お
け
る
気
に
つ
い
て
取
り
上
げ
、

考
察
を
加
え
る
こ
と
に
す
る
（
注
2
)
o

な
お
、
五
十
六
篇
が
現
存
す
る
『
墨
子
』
は
、
〔
1
〕
墨
家
に
関

す
る
断
片
的
資
料
、
〔
2
〕
十
論
、
〔
3
〕
非
儒
、
〔
4
〕
墨
弁
、
〔
5
〕墨

子
の
言
行
録
、
〔
6
〕
守
城
の
た
め
の
戦
法
の
六
部
か
ら
構
成
さ
れ

序
言

墨
家
に
よ
る
気
の
思
想
の
受
容

る
が
、
そ
の
中
で
気
が
説
か
れ
る
篇
は
、
〔
1
〕
の
辞
過
篇
・
三
弁
篇
、

〔2
〕
の
節
用
中
篇
・
節
葬
下
篇
、
〔
4
〕
の
経
説
上
篇
、
〔
6
〕
の
備
穴

篇
・
迎
敵
祠
篇
・
号
令
篇
の
わ
ず
か
八
篇
で
あ
る
（
注
3
)
。
も
と
よ
り
、

『
墨
子
』
諸
篇
の
成
立
事
情
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
様
々
に
論
じ

ら
れ
て
き
て
お
り
、
気
の
検
討
に
当
た
っ
て
も
そ
う
し
た
問
題
を

考
慮
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
（
注
4)°

し
か
し
な
が
ら
、
『
墨
子
』
に
お

い
て
は
、
諸
篇
の
成
立
事
情
と
関
連
さ
せ
つ
つ
検
討
す
る
だ
け
の

気
の
用
例
数
が
な
い
。
こ
の
た
め
、
『
墨
子
』
中
の
気
に
関
す
る
記

述
全
体
を
、
墨
家
に
お
け
る
気
に
関
す
る
思
考
と
し
て
ま
と
め
て

検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
『
墨
子
』
に
お
い
て
気
が
説
か
れ
て
い
る

の
は
八
篇
に
止
ま
り
、
そ
の
用
例
数
は
少
な
い
。
ま
た
『
孫
腋
兵

法
』
の
延
気
篇
の
よ
う
に
、
気
に
関
す
る
思
考
を
集
中
し
て
説
く

特
定
の
篇
が
存
在
す
る
訳
で
も
な
い
。
こ
こ
か
ら
、
墨
家
の
思
想

第

『
墨
子
』
に
お
け
る
気
の
用
例

竹

田

健
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に
お
い
て
は
、
気
概
念
は
必
ず
し
も
中
心
的
位
置
を
占
め
る
も
の

で
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
『
墨
子
』
全
体
に
気
は
い
わ
ば
広
く
薄
く
登
場
し
て
お

り
、
墨
家
の
中
心
的
主
張
で
あ
る
十
論
に
お
い
て
も
気
が
説
か
れ

て
い
る
。
従
っ
て
、
墨
家
の
思
想
が
気
の
思
想
と
関
わ
り
を
持
っ

て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
そ
の
関
わ
り
が
如
何
な
る
も
の

で
あ
っ
た
の
か
は
、
春
秋
戦
国
時
代
に
お
け
る
気
の
思
想
的
発
展

を
考
え
る
上
で
や
は
り
重
要
で
あ
る
。

そ
こ
で
先
ず
本
章
で
は
、
『
墨
子
』
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
気
が

説
か
れ
て
い
る
の
か
を
概
観
す
る
（
注
5
)
0

『
墨
子
』
に
お
け
る
気
を
、
そ
の
存
在
す
る
場
所
に
よ
っ
て
分

類
す
る
な
ら
ば
、
人
間
の
身
体
の
内
部
に
存
在
す
る
気
と
、
外
部

に
存
在
す
る
気
と
の
二
つ
に
分
類
で
き
る
。
以
下
、
先
ず
人
間
の

身
体
内
部
に
存
在
す
る
気
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。

①
古
之
民
、
未
知
為
飲
食
時
、
素
食
而
分
関
。
故
聖
人
作
誨
、

男
耕
稼
樹
藝
、
以
為
民
食
。
其
為
食
也
、
足
以
増
氣
充
虚
、

彊
個
適
腹
而
已
芙
。
故
其
用
財
節
、
其
自
養
倹
。
民
富
國
治
。

（
辞
過
篇
）

②
古
者
聖
王
制
為
飲
食
之
法
曰
‘
足
以
充
虚
継
氣
、
強
股
肱
‘

耳
目
聰
明
則
止
。
不
極
五
味
之
調
、
i

分
香
之
和
、
不
致
遠
國

珍
怪
異
物
。
（
節
用
中
篇
）

⑥
古
者
人
之
始
生
、
未
有
宮
室
之
時
、
因
陵
丘
堀
穴
而
虞
焉
。

聖
王
慮
之
、
以
為
堀
穴
曰
、
冬
可
以
辟
風
寒
、
逮
夏
、
下
潤

湮
、
上
黒
丞
吟
恐
傷
民
之
氣
。
子
是
作
為
宮
室
而
利
。
（
節
用

中
篇
）

④
程
繁
問
於
子
墨
子
曰
‘
夫
子
曰
、
聖
王
不
為
築
。
昔
諸
侯
倦

於
聴
治
、
息
於
鐘
鼓
之
柴
、
士
大
夫
倦
於
聴
治
、
息
於
竿
唸

之
築
、
農
夫
春
耕
夏
転
、
秋
緻
冬
蔵
、
息
於
聡
缶
之
柴
。
今

夫
子
曰
、
聖
王
不
為
築
。
此
替
之
猶
馬
駕
而
不
税
、
弓
張
而

不
弛
。
無
乃
有
血
氣
者
之
所
不
能
至
邪
。
（
三
弁
篇
）

⑮
賓
、
其
志
氣
之
見
也
。
使
人
如
己
。
必
若
金
整
玉
服
。
（
経
説

上
篇
）

⑥
子
墨
子
制
為
葬
埋
之
法
曰
、
棺
三
寸
足
以
朽
骨
、
衣
三
領
足

以
朽
肉
。
掘
地
之
深
、
下
無
疸
漏
、
氣
無
殺
洩
於
上
、
堕
足

以
期
其
所
、
則
止
芙
゜
哭
往
哭
来
、
反
従
事
乎
衣
食
之
財
、

伺
乎
祭
祀
、
以
致
孝
於
親
。
故
曰
、
子
墨
子
之
法
、
不
失
死

生
之
利
者
此
也
。
（
節
葬
下
篇
）

人
間
の
身
体
内
部
に
存
在
す
る
気
の
う
ち
、
先
ず
目
に
付
く
の

が
、
飲
食
に
関
連
す
る
気
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
資
料
①
及
び
②

に
お
い
て
、
古
の
飲
食
は
人
間
の
「
気
を
増
し
て
虚
を
充
た
し
」
、

ま
た
「
虚
を
充
た
し
気
を
継
」
ぐ
も
の
で
あ
っ
た
と
説
か
れ
て
お

り
、
飲
食
に
は
気
を
増
加
さ
せ
、
そ
の
機
能
を
強
化
す
る
作
用
が

(66) 
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あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
形
で
人
間
の
飲
食
と
関
連

付
け
ら
れ
て
い
る
気
は
、
明
ら
か
に
人
間
の
身
体
内
部
に
存
在
し
、

身
体
を
構
成
す
る
も
の
で
あ
る
。

資
料
③
で
は
、
民
が
ま
だ
「
陵
丘
堀
穴
に
因
り
て
処
る
」
太
古

の
昔
に
、
夏
の
季
節
の
「
潤
湿
」
「
黒
蒸
」
が
穴
居
す
る
「
民
の
気

を
傷
」
う
こ
と
を
聖
王
が
憂
え
て
家
屋
を
作
っ
た
、
と
さ
れ
て
い

る
。
高
い
熱
や
湿
度
に
よ
っ
て
損
な
わ
れ
る
こ
の
「
民
の
気
」
は
、

飲
食
と
は
関
連
付
け
ら
れ
て
い
な
い
が
、
や
は
り
人
間
の
身
体
を

構
成
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

資
料
④
は
、
「
聖
王
楽
を
為
さ
ず
」
と
非
楽
を
説
く
墨
蛮
に
対
し

て
、
程
繁
と
い
う
人
物
が
、
墨
雷
の
主
張
は
古
の
諸
侯
や
士
大
夫
、

農
夫
ら
の
生
活
の
実
態
に
合
致
し
な
い
の
で
は
な
い
か
と
問
う
た

も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
い
う
「
血
気
有
る
者
」
と
は
お
よ
そ
す
べ

て
の
人
間
を
含
ん
で
お
り
、
従
っ
て
こ
の
血
気
は
、
資
料
①
か
ら

③
ま
で
の
気
同
様
、
人
間
の
身
体
を
構
成
し
、
人
間
の
活
動
を
支

え
る
も
の
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
も
っ
と
も
、
以
下
の
問
答

に
は
気
が
説
か
れ
て
お
ら
ず
、
こ
の
用
例
は
直
接
的
に
は
墨
家
の

論
敵
の
立
場
か
ら
の
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
墨
響
は
特

に
血
気
の
存
在
を
否
定
し
て
お
ら
ず
、
ま
た
資
料
①

S
③
か
ら
見

て
も
、
墨
家
に
お
い
て
こ
う
し
た
血
気
の
類
が
容
認
さ
れ
て
い
た

可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
の
で
、
こ
こ
に
取
り
上
げ
て
お
く
。

資
料
⑤
は
、
経
の
「
賓
‘
榮
也
。
」
に
対
す
る
部
分
で
、
「
実
」

な
る
状
態
は
「
其
の
志
気
の
見
は
る
る
」
状
態
で
あ
る
と
さ
れ
て

い
る
。
こ
こ
で
の
「
志
気
」
は
、
人
間
の
内
か
ら
外
へ
向
け
て
発

現
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
身
体
を
構
成
す
る

気
と
は
異
な
り
、
人
間
の
精
神
的
活
動
を
意
味
す
る
と
考
え
ら
れ

る
が
、
基
本
的
に
人
間
の
身
体
内
部
に
存
す
る
点
で
は
同
じ
で
あ

る。
資
料
⑥
に
お
い
て
は
、
埋
葬
さ
れ
た
人
間
の
死
体
か
ら
、
気
が

「
上
に
発
洩
す
る
」
と
説
か
れ
て
い
る
。
こ
の
気
は
、
死
体
か
ら

発
生
す
る
と
さ
れ
る
点
か
ら
見
て
、
資
料
①
か
ら
③
ま
で
の
気
と

同
様
、
基
本
的
に
は
人
間
の
身
体
を
構
成
す
る
気
で
あ
る
。

但
し
、
こ
の
死
体
か
ら
「
上
に
発
洩
す
る
」
気
は
、
後
に
述
べ

る
気
体
の
気
、
或
い
は
臭
気
の
気
と
し
て
の
意
味
を
兼
ね
備
え
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
気
は
基
本
的
に
は
身
体

内
部
の
気
で
あ
り
な
が
ら
も
、
外
界
に
存
す
る
気
と
し
て
の
性
格

を
も
併
せ
持
つ
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
人
間
の
身
体

内
部
に
存
在
す
る
気
と
、
後
述
す
る
外
界
に
存
す
る
気
と
が
連
続

す
る
も
の
で
あ
り
、
結
局
両
者
は
同
一
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
窺

わ
せ
る
点
で
、
こ
の
資
料
⑱
の
気
は
注
目
に
値
す
る
。

以
上
、
人
間
の
身
体
内
部
に
存
在
す
る
気
に
つ
い
て
見
て
き
た
。

続
い
て
、
人
間
の
身
体
外
部
、
す
な
わ
ち
外
界
に
存
す
る
気
に
つ

い
て
検
討
す
る
。

(67) 
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の
然
炭
杜
之
、
渦
鑢
而
蓋
之
、
母
令
氣
出
。
適
人
疾
近
吾
穴
、

穴
高
若
下
、
不
至
吾
穴
、
即
以
椅
盤
而
求
通
之
。
穴
中
典
適

人
遇
、
則
皆
圏
而
母
逐
。
戦
且
北
、
以
須
鑢
火
之
然
也
。
（
備

穴
篇
）

⑧
望
氣
、
有
大
将
氣
、
有
小
将
氣
、
有
往
氣
、
有
来
氣
、
有
敗

氣
。
能
得
明
此
者
、
可
知
成
敗
吉
凶
゜
睾
巫
瞥
卜
有
所
長
、

具
薬
宮
養
之
、
善
為
舎
巫
、
必
近
公
社
、
必
敬
紳
之
。
巫
卜

以
請
報
守
、
守
獨
智
巫
卜
望
氣
之
情
而
已
゜
其
出
入
為
流
言
、

驚
駿
恐
吏
民
、
謹
微
察
之
、
断
罪
不
赦
。
望
氣
舎
近
守
官
。

収
賢
大
夫
及
有
方
技
者
若
エ
、
弟
之
。
睾
屠
貼
者
、
置
厨
給

事
、
弟
之
。
（
迎
敵
祠
篇
）

⑨
望
氣
者
舎
、
必
近
太
守
、
巫
舎
必
近
公
社
、
必
敬
紳
之
。
巫

祝
史
典
望
氣
者
、
必
以
善
言
告
民
。
以
情
上
報
守
。
守
獨
知

其
請
而
已
゜
巫
典
望
氣
‘
妄
為
不
善
言
、
驚
恐
民
、
断
弗
赦
゜

（
号
令
篇
）

1
0
静
夜
聞
鼓
整
而
謬
、
所
以
闇
客
之
氣
也
。
所
以
固
民
之
意
也
。

（
 故
時
諦
則
民
不
疾
芙
。
（
迎
敵
祠
篇
）

資
料
の
に
お
い
て
は
、
攻
城
戦
の
際
、
城
壁
の
下
に
ト
ン
ネ
ル

を
掘
っ
て
城
内
へ
攻
め
込
も
う
と
す
る
攻
撃
側
に
対
し
て
、
防
御

側
も
敵
の
侵
入
を
防
ぐ
べ
く
対
抗
し
て
ト
ン
ネ
ル
を
掘
り
、
そ
の

中
で
「
炭
を
然
や
し
」
、
「
気
を
し
て
出
で
令
む
る
母
か
ら
し
む
」

と
の
戦
術
が
説
か
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
の
気
は
、
炭
な
ど
の
燃
焼

に
よ
っ
て
発
生
し
、
且
つ
ト
ン
ネ
ル
内
に
充
満
す
る
も
の
で
あ
る

か
ら
、
気
体
、
も
し
く
は
臭
気
を
意
味
し
よ
う
。
そ
の
意
味
で
、

先
に
見
た
資
料
⑱
の
、
死
体
か
ら
発
生
す
る
気
と
性
格
が
類
似
す

る
が
、
こ
こ
で
の
気
は
人
間
の
身
体
と
は
関
連
が
な
い
。

資
料
⑧
・
⑨
は
、
い
ず
れ
も
望
気
の
気
で
あ
る
。
望
気
と
は
、
何

ら
か
の
色
彩
や
形
態
を
備
え
た
可
視
的
な
気
を
観
測
す
る
こ
と
に

よ
り
、
こ
れ
か
ら
起
こ
る
戦
闘
の
結
果
を
予
知
し
た
り
、
ま
た
直

接
確
認
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
敵
軍
の
状
況
を
察
知
す
る
こ
と
を

指
す
。
こ
の
望
気
は
、
『
漢
書
』
芸
文
志
に
「
陰
陽
と
は
、
時
に
順

ひ
て
発
し
、
刑
徳
を
推
し
、
斗
撃
に
随
ひ
、
五
勝
に
因
り
、
鬼
神

を
仮
り
て
助
と
為
す
者
」
と
記
さ
れ
る
陰
陽
流
兵
学
の
一
部
を
な

す
も
の
で
あ
っ
た
。
神
秘
的
色
彩
が
濃
厚
な
陰
陽
流
兵
学
は
、
戦

国
時
代
に
お
い
て
広
く
流
行
す
る
一
方
、
十
三
篇
『
孫
子
』
に
代

表
さ
れ
る
人
事
重
視
の
兵
学
か
ら
厳
し
い
批
判
を
受
け
た
が
、
そ

の
内
容
を
伝
え
る
文
献
資
料
に
乏
し
い
。
そ
の
中
で
『
墨
子
』
の

こ
の
部
分
は
貴
重
な
資
料
と
い
え
る
。

資
料
⑧
で
は
、
望
気
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
敵
軍
の
指
揮
官
が

大
将
で
あ
る
か
、
少
将
で
あ
る
か
、
或
い
は
ま
た
敵
軍
が
自
軍
に

対
し
て
接
近
し
て
い
る
の
か
遠
ざ
か
っ
て
い
る
の
か
、
ひ
い
て
は

「
成
敗
・
吉
凶
」
、
す
な
わ
ち
戦
闘
の
結
果
に
つ
い
て
予
め
知
る
こ

と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
。
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資
料
⑲
で
こ
の
望
気
を
行
う
者
は
「
望
気
者
」
と
称
さ
れ
て
い

る
が
、
資
料
⑧
・
⑨
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
「
望
気
者
」
は
、
「
巫
」

な
ど
と
並
ぶ
、
特
殊
な
能
力
を
有
す
る
専
門
家
と
位
置
付
け
ら
れ

て
い
る
。
彼
ら
は
共
に
、
神
秘
的
な
技
術
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ

て
通
常
知
り
得
な
い
こ
と
を
察
知
で
き
る
と
さ
れ
て
い
た
の
で
あ

る
。
お
そ
ら
く
は
望
気
に
よ
っ
て
観
測
さ
れ
る
気
自
体
、
極
め
て

特
殊
な
、
専
門
的
な
用
語
と
意
識
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

資
料
⑩
で
は
、
守
城
側
が
静
夜
に
鼓
を
打
ち
鳴
ら
し
て
騒
ぐ
こ

と
に
よ
っ
て
、
「
敵
の
気
を
闇
」
じ
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
お

り
、
望
気
の
気
は
単
に
観
測
の
対
象
で
あ
っ
た
だ
け
で
な
く
、
場

合
に
よ
っ
て
は
操
作
さ
れ
る
も
の
で
も
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
そ
う
し
た
操
作
は
、
お
そ
ら
く
は
や
は
り
「
望
気
者
」
に
よ

っ
て
な
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
（
注
6
)
0

以
上
、
『
墨
子
』
に
お
け
る
気
を
概
観
し
た
。
そ
の
結
果
、
『
墨

子
』
に
お
い
て
は
、
人
間
の
身
体
内
部
に
存
在
す
る
気
と
外
界
に

存
在
す
る
気
と
が
共
に
説
か
れ
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
『
墨
子
』

に
お
け
る
気
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
か
な
り
の
幅
を
持
ち
、
様
々

な
現
象
が
気
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

も
っ
と
も
、
『
墨
子
』
に
お
い
て
は
気
の
用
例
そ
の
も
の
が
決
し

て
多
く
な
く
、
ま
た
人
間
の
身
体
に
関
す
る
気
と
外
界
の
気
と
が

同
一
篇
中
に
説
か
れ
る
こ
と
も
な
い
。
こ
の
た
め
、
個
々
の
現
象

が
そ
れ
ぞ
れ
気
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
て
は
い
る
が
、
そ
の
相
互
の

関
連
性
は
稀
薄
で
あ
る
と
の
印
象
を
受
け
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
詳
し
く
は
後
述
す
る
よ
う
に
、
『
国
語
』
・
『
左

伝
』
に
お
け
る
気
の
思
想
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
『
墨
子
』
の
気
の

全
体
は
、
『
国
語
』
・
『
左
伝
』
の
気
の
思
想
の
中
に
ほ
ぼ
収
ま
っ

て
い
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
『
墨
子
』
に
お
け
る
気
が
、
気
の
思
想

の
展
開
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
位
置
を
占
め
る
の
か
に
つ
い
て
解

明
す
る
手
が
か
り
を
得
る
べ
く
、
次
章
に
お
い
て
は
、
『
墨
子
』
に

お
け
る
気
と
『
国
語
』
『
左
伝
』
に
お
け
る
気
の
思
想
と
の
比
較
を

行
う
。先

に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
気
の
思
想
を
成
立
さ
せ
ま
た
そ
れ
を

担
っ
て
い
た
の
は
周
の
史
官
や
楽
官
で
あ
り
、
や
が
て
そ
の
気
の

思
想
は
広
く
伝
播
し
、
春
秋
戦
国
時
代
に
諸
子
に
よ
っ
て
受
容
さ

れ
発
展
し
た
と
考
え
ら
れ
、
『
国
語
』
や
『
左
伝
』
に
は
、
周
の
史

官
や
楽
官
が
保
持
し
て
い
た
気
の
思
想
が
次
第
に
伝
播
し
発
展
し

つ
つ
あ
る
段
階
の
気
の
思
想
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
た
。
そ
こ
で

本
章
で
は
、
気
の
思
想
の
展
開
に
お
い
て
『
墨
子
』
の
気
が
占
め

る
位
置
を
解
明
す
る
手
が
か
り
を
得
る
た
め
に
、
『
墨
子
』
の
気
と

『
国
語
』
・
『
左
伝
』
の
気
の
思
想
と
の
比
較
を
行
い
、
両
者
の
間

の
共
通
点
並
び
に
相
違
点
を
検
討
す
る
（
注
7
)
0

先
ず
『
国
語
』
・
『
左
伝
』
の
気
と
『
墨
子
』
の
気
と
の
共
通
点

第

『
国
語
』
・
『
左
伝
』
に
お
け
る
気
と
の
比
較
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に
つ
い
て
見
て
み
る
。

両
者
の
気
の
共
通
点
は
、
第
一
に
人
間
の
身
体
内
部
に
存
す
る

気
と
、
外
界
、
つ
ま
り
天
地
自
然
の
間
に
存
在
す
る
気
と
が
共
に

説
か
れ
る
点
で
あ
る
。

『
国
語
』
・
『
左
伝
』
に
お
い
て
は
、
人
間
の
身
体
内
部
の
気
と

外
界
に
存
在
す
る
気
と
が
共
に
説
か
れ
て
お
り
、
世
界
の
あ
ら
ゆ

る
現
象
が
気
で
構
成
さ
れ
る
と
す
る
気
の
思
想
が
見
出
し
得
た
。

そ
し
て
先
述
の
通
り
、
『
墨
子
』
に
お
い
て
も
、
人
間
の
身
体
内
部

に
存
す
る
気
と
外
界
に
存
在
す
る
気
と
が
共
に
説
か
れ
、
様
々
な

現
象
が
気
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
て
い
た
。

後
述
す
る
よ
う
に
、
戦
国
時
代
に
お
い
て
気
を
説
く
諸
子
の
中

で
は
、
ど
ち
ら
か
一
方
の
気
の
み
を
説
く
こ
と
が
少
な
く
な
い
。

『
墨
子
』
に
お
い
て
、
人
間
の
身
体
内
部
に
存
す
る
気
と
外
界
に

存
在
す
る
気
と
が
共
に
説
か
れ
て
い
る
点
は
、
大
き
な
特
徴
と
言

え
る
の
で
あ
る
。

第
二
に
、
人
間
の
身
体
内
部
の
気
の
中
の
、
特
に
飲
食
に
関
連

す
る
気
の
性
格
で
あ
る
。

ヽ
｀
~1
1
夫
戎
秋
、
冒
没
軽
像
、
貪
而
不
譲
。
其
血
氣
不
治
、
若
禽
獣

（
 焉
。
其
適
来
班
貢
、
不
侯
馨
香
嘉
味
。
故
坐
諸
門
外
、
而
使

舌
人
罷
委
典
之
。
（
中
略
）
服
物
昭
庸
‘
采
飾
顕
明
、
文
章
比

象
、
周
旋
序
順
、
容
貌
有
崇
、
威
儀
有
則
、
五
味
宵
氣
‘
五

色
精
心
、
五
整
昭
徳
、
五
義
紀
宜
。
飲
食
可
饗
、
和
同
可
観
、

財
用
可
嘉
‘
則
順
而
徳
建
。
古
之
善
證
者
、
将
焉
用
全
丞
咄
（
『
国

語
』
周
語
中
）

12
二
十
三
年
、
王
将
鋳
無
射
、
而
為
之
大
林
。
輩
穆
公
曰
、
不

可
。
（
中
略
）
夫
耳
目
、
心
之
櫃
機
也
。
（
中
略
）
夫
耳
内
和
整
、

而
口
出
美
言
、
以
為
憲
令
、
而
布
諸
民
。
正
之
以
度
量
、
民

以
心
力
従
之
不
倦
、
成
事
不
戴
、
柴
之
至
也
。
口
内
味
、
而

耳
内
聟
、
整
味
生
氣
゜
氣
在
口
為
言
、
在
目
為
明
。
言
以
信

名
、
明
以
時
動
。
名
以
成
政
、
動
以
殖
生
。
政
成
生
殖
、
榮

之
至
也
。
（
『
国
語
』
周
語
下
）

『
国
語
』
周
語
に
お
い
て
は
、
人
間
の
身
体
内
部
の
気
は
、
本

来
或
る
一
定
の
秩
序
の
も
と
に
存
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
そ
の
秩
序
の
あ
り
方
は
、
資
料

mの
「
五
味
気
を
実
た
」

す
と
の
表
現
が
示
す
よ
う
に
、
人
間
が
摂
取
す
る
飲
食
と
密
接
に

‘.＇‘. 

関
わ
っ
て
い
る
。
資
料

12
の
「
口
味
を
内
れ
、
耳
声
を
内
れ
ば
、

（
 

声
味
気
を
生
ず
。
気
口
に
在
り
て
は
言
を
為
し
、
目
に
在
り
て
は

明
を
為
す
」
と
の
表
現
と
併
せ
て
考
え
る
な
ら
ば
、
周
語
に
お
い

て
は
、
人
間
が
食
物
や
音
声
を
口
や
耳
か
ら
体
内
に
摂
取
す
る
と

そ
れ
に
よ
っ
て
気
が
発
生
し
、
も
と
か
ら
体
内
に
存
し
た
気
が
充

足
さ
れ
る
と
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
そ
の
充
足
さ
れ
た
体
内
の
気

は
、
口
か
ら
発
す
る
言
語
や
視
覚
に
よ
る
認
識
能
力
と
し
て
、
人
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間
の
外
界
の
事
象
に
対
す
る
働
き
か
け
へ
と
結
び
つ
く
の
で
あ
る
。

ま
た
『
左
伝
』
に
お
い
て
も
、
以
下
の
通
り
周
語
と
同
様
の
思

考
を
見
出
し
得
る
。

‘,'／ 13
味
以
行
氣
‘
氣
以
賓
志
、
志
以
定
言
、
言
以
出
令
。
臣
賓
司

（
 味
、
二
御
失
官
‘
而
君
弗
命
。
臣
之
罪
也
。
（
『
左
伝
』
昭
公

九
年
）

め
ぐ

『
左
伝
』
に
お
い
て
も
「
味
は
以
て
気
を
行
」
ら
す
と
説
か
れ

て
お
り
、
君
主
が
食
物
を
摂
取
す
る
と
そ
れ
に
よ
っ
て
そ
の
身
体

内
部
の
気
の
働
き
が
活
性
化
し
、
「
志
」
や
「
言
」
や
「
令
」
、
つ

ま
り
君
主
の
政
治
の
あ
り
方
に
影
響
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
飲
食
と
関
連
付
け
ら
れ
た
気
の
あ
り
方
は
、
飲
食
が

か
な

人
間
の
「
気
を
増
し
て
虚
を
充
た
し
、
体
を
弧
く
し
腹
に
適
」
う

べ
き
も
の
（
資
料
①
）
、
ま
た
「
虚
を
充
た
し
気
を
継
」
ぐ
も
の
（
資

料
②
）
と
説
か
れ
る
『
墨
子
』
の
気
と
、
そ
の
性
格
が
ほ
と
ん
ど

一
致
す
る
。

第
三
の
共
通
点
は
、
人
間
の
身
体
内
部
の
気
の
中
に
、
人
間
の

精
神
的
作
用
そ
の
も
の
、
或
い
は
精
神
的
作
用
と
密
接
に
関
わ
る

も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。

『
国
語
』
周
語
で
は
、
気
が
直
接
人
間
の
精
神
的
活
動
そ
の
も

の
を
意
味
す
る
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
資
料
切
に
見
ら

れ
る
よ
う
に
、
「
心
の
枢
機
」
た
る
耳
目
の
機
能
と
気
の
秩
序
と
は

密
接
に
関
わ
る
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
し
て
そ
の
気
は
人
間
の
言
語

活
動
や
視
覚
に
よ
る
認
識
能
力
と
い
っ
た
外
界
に
対
す
る
働
き
か

け
に
影
響
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

ま
た
晋
語
に
見
ら
れ
る
次
の
用
例
は
、
気
が
直
接
的
に
人
間
の

精
神
的
活
動
、
特
に
戦
闘
意
欲
や
士
気
を
意
味
し
て
い
る
。

‘.j 
1
4
個
也
聞
之
、
戦
闘
直
為
牡
、
曲
為
老
。
未
報
楚
恵
、
而
抗
宋
‘

（
 我
曲
楚
直
゜
其
衆
莫
不
生
氣
、
不
可
謂
老
。
若
我
以
君
避
臣
、

而
不
去
、
彼
亦
曲
芙
。
（
『
国
語
』
晋
語
四
）

ま
た
『
左
伝
』
に
お
い
て
も
、
資
料
ゅ
に
「
味
は
以
て
気
を
行

ら
し
、
気
は
以
て
志
を
実
た
し
、
志
は
以
て
言
を
定
め
、
言
は
以

て
令
を
出
す
」
と
あ
る
よ
う
に
、
気
は
精
神
の
あ
り
方
に
大
き
く

作
用
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
加
え
て
、
次
の
よ
う
に
、
気
が
直
接

的
に
戦
闘
意
欲
や
士
気
を
指
す
場
合
も
あ
る
。

1
5
夫
戦
勇
氣
也
。
一
鼓
作
氣
。
再
而
衰
。
三
而
娼
。
彼
娼
、
我

盈
。
故
克
之
。
夫
大
國
難
測
也
。
憬
有
伏
焉
。
吾
視
其
轍

iL、

望
其
旗
靡
。
故
逐
之
。
（
『
左
伝
』
荘
公
十
年
）

一
方
、
『
墨
子
』
に
お
い
て
も
「
志
気
」
の
語
（
資
料
⑮
）
が
あ

り
、
気
は
人
間
の
精
神
的
活
動
と
密
接
に
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
。

し
か
も
そ
こ
で
は
、
人
間
が
誠
実
で
あ
る
状
態
が
「
其
の
志
気
の

見
は
る
る
」
結
果
と
し
て
で
あ
る
と
説
か
れ
て
お
り
、
こ
の
気
も
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外
界
に
向
か
っ
て
発
現
す
る
性
質
を
持
つ
の
で
あ
る
。

第
四
に
は
、
外
界
に
存
在
す
る
気
に
つ
い
て
、

人
間
に
よ
っ
て
観
察
さ
れ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。

謂
望
気
の
系
統
の
気
が
該
当
す
る
。

そ
の
あ
り
方
が

こ
れ
に
は
、
所

16
幽
王
二
年
、
西
周
三
川
皆
震
。
伯
陽
父
曰
、
周
将
亡
笑
゜
夫

天
地
之
氣
、
不
失
其
序
。
若
過
其
序
、
民
胤
之
也
。
陽
伏
而

不
能
出
。
陰
迫
而
不
能
丞
~
゜
於
是
有
地
震
。
今
三
川
宵
震
。

是
陽
失
其
所
而
鎮
陰
也
。
陽
失
而
在
陰
、
川
源
必
塞
。
源
塞
、

國
必
亡
。
（
『
国
語
』
周
語
上
）

m霰
王
二
十
二
年
、
穀
洛
闘
、
将
毀
王
宮
。
王
欲
墾
之
。
太
子

晉
諌
日
、
不
可
。
晉
聞
、
古
之
長
民
者
、
不
堕
山
、
不
崇
藪
、

不
防
川
、
不
賓
澤
。
夫
山
、
土
之
緊
也
。
藪
、
物
之
蹄
也
。

川
‘
氣
之
導
也
。
澤
、
水
之
鍾
也
。
夫
天
地
成
而
緊
於
高
、

蹄
物
於
下
、
疏
為
川
谷
、
以
導
其
氣
、
跛
塘
汗
庫
、
以
鍾
其

美
。
（
『
国
語
』
周
語
下
）

⑱
宣
王
即
位
、
不
籍
千
畝
゜
貌
文
公
諌
曰
、
不
可
。
（
中
略
）
古

者
、
太
史
、
順
時
殿
土
。
陽
揮
憤
盈
、
土
氣
震
骰
、
農
詳
晨

正
、
日
月
底
干
天
廟
、
土
乃
肱
骰
。
先
時
九
日
、
太
史
告
稜

曰
、
自
今
至
千
初
吉
、
陽
氣
倶
蒸
、
土
膏
其
動
。
弗
震
弗
楡
、

肱
其
渦
曾
、
穀
乃
不
殖
。
（
『
国
語
』
周
語
上
）

『
国
語
』
周
語
に
お
い
て
は
、

天
地
自
然
の
間
の
気
に
も
或
る

一
定
の
秩
序
が
想
定
さ
れ
、
人
間
の
不
正
な
行
為
が
そ
の
秩
序
の

乱
れ
を
引
き
起
こ
す
と
、
異
常
な
自
然
現
象
が
も
た
ら
さ
れ
る
と

説
か
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
天
地
自
然
の
間
の
気
の
秩
序
は
、
資
料

ヽ`＇／16
で
は
天
地
間
を
昇
降
す
る
陰
気
と
陽
気
と
で
説
明
さ
れ
、
ま
た

（
 
資
料
1
7
.
1
8
で
は
土
気
と
水
気
と
で
説
明
さ
れ
る
。

‘
、
~

特
に
重
要
な
の
は
、
資
料
1
8
に
あ
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
外
界
の

（
 

気
の
秩
序
が
史
官
ら
に
よ
っ
て
観
察
さ
れ
、
そ
の
結
果
が
稜
を
通

じ
て
王
に
報
告
さ
れ
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
史
官
ら
に
よ
る
気
の

観
察
・
観
測
は
、
彼
ら
の
職
分
と
し
て
行
わ
れ
た
の
で
あ
り
、
そ
う

し
た
活
動
こ
そ
、
そ
も
そ
も
気
の
思
想
を
成
立
せ
し
め
る
基
盤
と

な
っ
た
本
来
的
な
意
味
で
の
望
気
と
考
え
ら
れ
る
（
注
8
)
0

一
方
『
墨
子
』
に
お
い
て
も
、
外
界
に
存
す
る
気
を
観
測
し
、

そ
れ
に
基
づ
い
て
予
言
を
す
る
望
気
が
説
か
れ
て
い
た
。
『
墨
子
』

の
望
気
の
対
象
と
な
る
気
は
、
軍
事
と
い
う
限
定
さ
れ
た
分
野
の

も
の
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
が
人
間
に
よ
っ
て
気
が
観
測
さ

れ
る
こ
と
で
あ
る
点
に
は
変
わ
り
が
な
い
。

以
上
、
『
国
語
』
・
『
左
伝
』
の
気
と
『
墨
子
』
の
気
と
の
共
通

点
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
そ
の
結
果
明
ら
か
な
よ
う
に
、
両
者
の

気
に
は
極
め
て
共
通
点
が
多
く
、
そ
の
基
本
的
な
思
考
の
枠
組
み

は
、
ほ
ぼ
同
一
で
あ
る
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
両
者
の
間
に
は
幾
つ
か
の
相
違
点
も
存
在
す

る
。
続
い
て
、
両
者
の
相
違
点
に
つ
い
て
見
て
み
る
。
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『
国
語
』
・
『
左
伝
』
の
気
の
思
想
と
墨
子
に
お
け
る
気
と
の
間

の
第
一
の
相
違
点
は
、
世
界
に
存
在
す
る
気
が
本
来
保
つ
べ
き
と

さ
れ
る
秩
序
に
関
し
て
の
説
明
の
有
無
に
つ
い
て
で
あ
る
。
『
国

語
』
・
『
左
伝
』
に
お
い
て
は
、
人
間
の
身
体
内
部
の
気
に
つ
い
て

も
外
界
の
気
に
つ
い
て
も
、
そ
の
本
来
の
あ
る
べ
き
秩
序
に
関
し

て
多
く
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
（
資
料
l
l
s
1
3
、
1
6
S
2
0
)
。

加
え
て
『
左
伝
』
で
は
、
あ
ら
ゆ
る
現
象
を
構
成
す
る
と
さ
れ

る
「
六
気
」
が
説
か
れ
る
。

凹
天
有
六
氣
。
降
生
五
味
、
骰
為
五
色
、
徴
為
五
聟
。
淫
生
六

疾
。
六
氣
、
曰
陰
陽
風
雨
晦
明
也
。
分
為
四
時
、
序
為
五
節
。

過
則
為
蕃
。
陰
淫
寒
疾
、
陽
淫
熱
疾
、
風
淫
末
疾
、
雨
淫
腹

疾
、
晦
淫
惑
疾
、
明
淫
心
疾
。
（
昭
公
元
年
）

20
夫
蓋
、
天
之
鰹
也
。
地
之
義
也
。
民
之
行
也
。
天
地
之
鰹
、

而
民
賓
則
之
。
則
天
之
明
、
因
地
之
性
。
生
其
六
氣
、
用
其

五
行
。
氣
為
五
味
、
骰
為
五
色
、
章
為
五
整
。
淫
則
昏
胤
、

民
失
其
性
。
是
故
為
證
以
奉
之
。
（
中
略
）
民
有
好
悪
喜
怒
哀

築
。
生
干
六
氣
。
是
故
審
則
宜
類
、
以
制
六
志
。
（
昭
公
十

五
年
）

す
な
わ
ち
、
『
左
伝
』
に
お
い
て
は
、
世
界
の
あ
ら
ゆ
る
事
象
を

構
成
す
る
も
の
と
し
て
「
六
気
」
が
説
か
れ
、
平
常
の
状
態
は
気

の
本
来
あ
る
べ
き
秩
序
が
保
た
れ
た
状
態
で
あ
り
、
疾
病
な
ど
異

常
な
現
象
は
、
人
間
が
何
ら
か
の
不
正
な
行
為
を
は
た
ら
い
た
こ

と
に
よ
っ
て
、
気
が
そ
の
あ
る
べ
き
秩
序
を
逸
脱
し
た
た
め
発
生

す
る
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
『
墨
子
』
に
お
い
て
は
、
気
の
あ
り
方
や
そ
の

秩
序
に
関
す
る
説
明
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。

こ
の
こ
と
と
関
連
す
る
が
、
第
二
の
相
違
点
は
、
『
国
語
』
・
『
左

伝
』
で
は
気
を
媒
介
者
と
す
る
天
人
相
関
の
シ
ス
テ
ム
が
説
か
れ

る
の
に
対
し
て
、
『
墨
子
』
に
お
い
て
は
そ
う
し
た
気
を
媒
介
者
と

す
る
体
系
的
な
天
人
相
関
の
シ
ス
テ
ム
が
見
出
せ
ず
、
ま
た
そ
も

そ
も
気
と
天
人
相
関
と
の
関
連
が
明
確
で
は
な
い
点
で
あ
る
。

先
に
挙
げ
た
資
料
⑱
ふ
田
国
に
見
た
よ
う
に
、
『
国
語
』
周
語
で

は
天
地
自
然
の
間
の
気
に
つ
い
て
或
る
一
定
の
秩
序
が
想
定
さ
れ
、

君
主
の
不
正
な
行
為
が
そ
の
秩
序
を
乱
す
と
、
「
天
の
棄
つ
る
所
」

と
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
、
つ
ま
り
異
常
な
自
然
現
象
が
も
た
ら
さ

れ
る
こ
と
が
説
か
れ
て
い
た
。
こ
の
時
、
異
常
な
自
然
現
象
と
そ

れ
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
損
害
は
、
不
正
を
働
い
た
人
間
に
対

し
て
上
天
・
上
帝
の
下
す
懲
罰
に
他
な
ら
な
い
。
ま
た
人
間
の
身
体

内
部
の
気
に
つ
い
て
も
、
君
主
に
お
い
て
は
、
そ
の
気
の
秩
序
を

乱
せ
ば
異
常
な
発
言
や
視
覚
と
し
て
現
れ
、
そ
の
結
果
不
正
な
政

治
が
生
じ
、
結
果
と
し
て
人
間
社
会
が
損
害
を
受
け
る
こ
と
に
な

る
。
こ
の
損
害
も
、
や
は
り
不
正
を
働
い
た
人
間
に
対
す
る
上
天
・

上
帝
の
懲
罰
と
見
な
せ
よ
う
。
こ
う
し
た
思
考
が
『
左
伝
』
に
お

(73) 



3158 

い
て
も
存
在
し
、
気
に
天
人
相
関
の
媒
介
者
と
し
て
の
性
格
が
備

わ
っ
て
い
る
こ
と
は
、
君
主
に
よ
る
「
六
気
」
の
摂
取
が
不
正
で

あ
れ
ば
、
疾
病
が
生
ず
る
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
も
確
認
で
き

る。
一
方
『
墨
子
』
に
お
い
て
は
、
周
知
の
通
り
人
格
神
た
る
上
天
・

上
帝
が
説
か
れ
、
ま
た
気
も
説
か
れ
て
い
る
が
、
人
間
の
行
為
と

そ
れ
に
対
す
る
上
天
・
上
帝
と
の
意
思
の
反
映
た
る
自
然
現
象
と
を

気
が
媒
介
す
る
と
の
思
考
は
、
直
接
的
に
は
見
出
し
得
な
い
。
そ

も
そ
も
『
墨
子
』
で
は
、
君
主
と
そ
の
気
の
あ
り
方
と
を
結
び
つ

け
る
こ
と
が
な
く
、
『
国
語
』
・
『
左
伝
』
に
見
ら
れ
た
よ
う
な
、

君
主
に
よ
る
不
正
な
行
為
が
気
の
秩
序
を
乱
す
と
結
果
的
に
社
会

が
損
害
を
受
け
る
と
の
構
図
が
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
『
墨
子
』
に
は
望
気
が
説
か
れ
て
お
り
、
こ
の
望
気

は
神
秘
的
色
彩
が
濃
厚
で
あ
る
陰
陽
流
兵
学
の
一
部
を
な
し
、
基

本
的
に
は
天
人
相
関
を
背
景
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
『
墨

子
』
の
気
に
天
人
相
関
の
媒
介
者
た
る
機
能
が
皆
無
で
あ
っ
た
か

ど
う
か
は
問
題
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
も
そ
も
『
墨
子
』

に
お
け
る
望
気
の
気
と
天
と
の
関
連
が
明
確
で
は
な
く
判
然
と
し

な
い
け
れ
ど
も
、
陰
陽
流
兵
学
の
望
気
が
想
定
し
て
い
た
で
あ
ろ

う
天
人
相
関
の
構
造
と
、
『
国
語
』
・
『
左
伝
』
に
見
ら
れ
た
よ
う

な
、
君
主
の
不
正
な
行
為
が
気
の
秩
序
を
乱
す
と
社
会
に
損
害
が

も
た
ら
さ
れ
る
と
い
う
構
造
と
の
間
に
、
か
な
り
の
違
い
が
存
し

た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

第
三
の
相
違
点
は
、
『
墨
子
』
に
は
、
気
と
音
楽
と
を
関
連
付
け

る
思
考
が
ま
っ
た
く
見
出
せ
な
い
点
で
あ
る
。

ヽ
~

『
国
語
』
周
語
に
お
い
て
は
、
先
に
見
た
資
料
1
2
に
お
い
て
も
、

（
 

「
口
味
を
内
れ
、
耳
声
を
内
れ
ば
、
声
味
気
を
生
ず
」
と
、
人
間

の
身
体
内
部
の
気
が
そ
も
そ
も
摂
取
さ
れ
る
「
声
味
」
に
よ
っ
て

生
ず
る
と
さ
れ
て
お
り
、
気
が
食
物
だ
け
で
は
な
く
音
声
•
音
楽
と

も
深
く
関
連
す
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
ま
た
以
下
の
よ
う
に
も

説
か
れ
て
い
る
。

‘.~ 
21
夫
政
象
柴
、
築
従
和
、
和
従
平
。
整
以
和
柴
、
律
以
平
整
。
（
中

（
 略
）
物
得
其
常
曰
築
極
、
極
之
所
集
曰
整
、
整
應
相
保
曰
和
、

細
大
不
鍮
曰
平
。
如
是
、
而
錆
之
金
、
磨
之
石
、
繋
之
絲
木
、

越
之
鞄
竹
、
節
之
鼓
而
行
之
、
以
遂
八
風
。
於
是
乎
氣
無
滞

陰
、
亦
無
散
陽
、
陰
陽
序
次
、
風
雨
時
至
、
嘉
生
繁
祉
、
人

民
甑
利
、
物
備
而
柴
成
、
上
下
不
罷
、
故
曰
築
正
。
（
『
国
語
』

周
語
下
）

、̀
‘/22
王
将
鋳
無
射
、
問
律
於
伶
州
鳩
。
射
曰
、
律
所
以
立
均
出
度

（
 也
。
古
之
紳
瞥
、
考
中
整
而
量
之
以
制
、
度
律
均
鍾
。
百
官

軌
儀
。
紀
之
以
三
、
平
之
以
六
、
成
於
十
二
、
天
之
道
也
。

夫
六
、
中
之
色
也
。
故
名
之
曰
黄
鍾
。
所
以
宣
養
六
氣
九
徳
゜

由
是
第
之
。
（
中
略
）
為
之
六
聞
、
以
揚
沈
伏
、
而
馴
散
越
也
。
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元
開
大
呂
‘
助
宣
物
也
。
二
開
央
鍾
、
出
四
隙
之
細
也
。
三

開
仲
呂
‘
宣
中
氣
也
。
（
『
国
語
』
周
語
下
）

資
料

5
で
は
、
整
え
ら
れ
た
楽
器
に
よ
っ
て
演
奏
さ
れ
調
和
し

た
音
楽
こ
そ
が
「
気
に
滞
陰
無
く
、
亦
た
散
陽
無
」
き
状
態
、
す

な
わ
ち
気
の
秩
序
が
正
し
く
保
た
れ
た
状
態
を
も
た
ら
す
と
す
る
。

資
料

g
で
は
、
音
律
に
「
六
気
九
徳
を
宣
養
す
る
」
、
或
い
は
気
の

し
り
ぞ

「
沈
伏
を
揚
げ
て
散
越
を
闘
く
」
と
い
っ
た
作
用
が
あ
る
と
さ
れ

て
い
る
。

ま
た
『
左
伝
』
に
お
い
て
も
、
資
料

g
.
oに
お
い
て
、
天
の
「
六

n
]
0
)
 

気
」
は
人
間
界
に
降
っ
て
「
五
味
」
「
五
色
」
「
五
声
」
と
し
て
発

現
し
、
こ
れ
ら
を
人
間
は
そ
の
体
内
に
摂
取
す
る
と
さ
れ
て
い
た

こ
と
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
や
は
り
気
と
音
楽
・
音
声
と
は
、
密

接
に
関
連
す
る
。

一
方
『
墨
子
』
に
お
い
て
は
、
前
述
の
通
り
、
食
物
を
摂
取
す

る
と
そ
れ
に
よ
っ
て
そ
の
身
体
内
部
の
気
の
働
き
が
活
性
化
す
る

と
さ
れ
て
い
た
。
従
っ
て
、
気
と
飲
食
と
の
関
連
つ
い
て
は
、
『
墨

子
』
の
気
と
『
国
語
』
・
『
左
伝
』
の
気
と
は
ほ
ぼ
同
一
で
あ
っ
た

と
い
え
る
。
と
こ
ろ
が
そ
の
一
方
で
、
気
と
音
楽
と
の
関
連
に
つ

い
て
は
、
『
墨
子
』
に
は
ま
っ
た
く
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
の
で

あ
る
。以上
、

『
墨
子
』

に
お
け
る
気
と
、

『
国
語
』
・
『
左
伝
』

に
お
け

る
気
の
思
想
と
の
比
較
を
行
い
、
両
者
の
間
の
共
通
点
並
び
に
相

違
点
を
確
認
し
た
。
そ
の
結
果
、
両
者
は
全
体
的
な
思
考
の
枠
組

み
と
し
て
極
め
て
多
く
の
共
通
点
を
持
ち
、
ほ
ぼ
同
一
の
思
考
を

基
盤
と
し
て
い
る
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
そ
の
一
方

で
は
、
気
の
秩
序
の
説
明
の
有
無
、
或
い
は
天
人
相
関
や
音
楽
と

の
関
連
な
ど
に
関
し
て
は
、
差
違
が
認
め
ら
れ
た
。

こ
う
し
た
比
較
の
結
果
を
基
に
、
次
章
で
は
、
気
の
思
想
の
展

開
に
お
け
る
『
墨
子
』
の
気
の
位
置
付
け
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

第
三
章

そ
も
そ
も
文
献
資
料
と
し
て
の
『
国
語
』
・
『
左
伝
』
・
『
墨
子
』

の
三
者
は
、
い
ず
れ
も
そ
の
成
立
に
つ
い
て
問
題
が
あ
る
と
さ
れ

て
き
た
。
ま
た
一
般
に
、
限
ら
れ
た
資
料
か
ら
思
想
の
成
立
の
先

後
関
係
を
判
定
す
る
こ
と
に
は
困
難
が
伴
う
。
し
か
し
、
思
想
の

展
開
の
段
階
と
し
て
見
た
場
合
、
『
墨
子
』
の
気
が
『
国
語
』
・
『
左

伝
』
の
気
の
思
想
を
ベ
ー
ス
に
し
つ
つ
、
そ
れ
を
発
展
さ
せ
た
も

の
で
あ
る
こ
と
は
、
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

と
い
う
の
も
、
両
者
の
基
本
的
な
思
考
の
枠
組
み
が
ほ
ぼ
同
一

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
両
者
が
ま
っ
た
く
無
関
係
に
、
そ
れ
ぞ
れ
が

別
個
に
成
立
し
た
と
は
考
え
難
い
。
ま
た
気
の
思
想
を
成
立
さ
せ

た
史
官
や
楽
官
の
活
動
自
体
は
、
墨
家
が
活
動
し
た
時
期
よ
り
以

前
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
『
墨
子
』
の
気
か
ら
『
国

『
墨
子
』
の
気
の
思
想
史
的
位
置
付
け
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語
』
・
『
左
伝
』

、。し

の
気
の
思
想
へ
と
展
開
し
た
可
能
性
も
成
立
し
難

こ
れ
に
対
し
て
、
『
呂
氏
春
秋
』
に
は
、
墨
蛮
が
周
の
史
官
史
角

の
後
学
に
学
ん
だ
と
の
伝
承
が
記
さ
れ
て
い
る
。

孔
子
、
學
於
老
皓
孟
蘇
姜
靖
叔
゜
魯
恵
公
、
使
宰
譲
請
郊
廟

ヽ
~

3
 
2
 

‘、¥
之
證
於
天
子
。
桓
王
使
史
角
往
。
恵
公
止
之
。
其
後
在
魯
゜

墨
子
學
焉
。
（
当
染
篇
）

こ
の
伝
承
が
果
た
し
て
事
実
を
伝
え
て
い
る
か
ど
う
か
は
不
明

だ
が
、
墨
家
思
想
に
お
け
る
気
が
、
周
の
史
官
ら
が
成
立
さ
せ
保

持
し
て
い
た
気
の
思
想
を
受
容
し
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
を
示
す

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
『
国
語
』
・
『
左
伝
』
の
気
の
思
想
も
、
史
官
や
楽
官
が
成

立
さ
せ
た
気
の
思
想
が
既
に
或
る
程
度
伝
播
し
展
開
し
た
段
階
で

は
あ
る
が
、
そ
こ
か
ら
は
史
官
や
楽
官
に
よ
っ
て
気
の
思
想
が
成

立
せ
し
め
ら
れ
た
事
情
に
つ
い
て
を
窺
う
こ
と
が
で
き
た
。
一
方

『
墨
子
』
の
気
に
は
、
そ
う
し
た
気
の
思
想
の
成
立
事
情
を
窺
わ

せ
る
も
の
が
見
ら
れ
な
い
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
も
、
『
墨
子
』
の

気
は
、
『
国
語
』
・
『
左
伝
』
に
見
出
す
こ
と
の
で
き
た
気
の
思
想

が
更
に
広
く
伝
播
・
発
展
し
た
、
よ
り
新
し
い
段
階
の
も
の
で
あ
っ

て
、
換
言
す
れ
ば
、
墨
家
に
よ
っ
て
気
の
思
想
が
受
容
さ
れ
た
結

果
と
位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
れ
で
は
、
こ
の
墨
家
に
よ
る
気
の
思
想
の
受
容
は
、
ど
の
よ

う
な
形
で
行
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

墨
家
が
気
の
思
想
を
受
容
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
当
然
の
こ
と

な
が
ら
、
そ
の
思
想
的
立
場
と
矛
盾
が
生
ず
る
こ
と
を
避
け
た
に

違
い
な
い
。
と
い
う
の
も
、
先
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、
先
秦
時
代

に
お
け
る
諸
子
の
文
献
中
に
気
が
説
か
れ
る
場
合
、
人
間
の
身
体

内
部
の
気
と
外
界
の
気
と
の
ど
ち
ら
か
一
方
の
気
の
み
を
説
く
こ

と
が
少
な
く
な
い
。
例
え
ば
兵
家
の
場
合
、
十
三
篇
『
孫
子
』
な

ど
人
事
重
視
の
兵
学
に
お
い
て
は
、
精
神
的
作
用
を
意
味
す
る
士

気
の
系
統
の
気
の
み
が
、
ま
た
陰
陽
流
兵
学
に
お
い
て
は
望
気
の

系
統
の
気
の
み
が
専
ら
説
か
れ
て
い
た
。
ま
た
『
論
語
』
で
は
、

人
間
の
身
体
に
関
す
る
気
し
か
説
か
れ
て
い
な
い
。
こ
う
し
た
現

象
は
、
史
官
や
楽
官
が
成
立
さ
せ
伝
承
し
た
気
の
思
想
が
、
受
容

す
る
側
の
思
想
的
立
場
に
適
合
す
る
形
で
受
容
さ
れ
た
た
め
に
起

き
た
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
気
の
思
想
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

思
想
的
立
場
を
反
映
し
つ
つ
受
容
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
気

が
思
想
的
に
展
開
す
る
契
機
が
存
し
た
の
で
あ
る
。
墨
家
の
場
合

に
も
こ
の
こ
と
は
当
て
は
ま
り
、
墨
家
に
よ
る
気
の
思
想
の
受
容

に
伴
う
思
想
的
展
開
の
一
面
を
、
先
に
検
討
し
た
『
国
語
』
・
『
左

伝
』
の
気
の
思
想
と
墨
家
の
気
と
の
相
違
点
か
ら
窺
う
こ
と
が
で

き
る
。そ
の
意
味
で
先
ず
注
目
さ
れ
る
の
は
、
『
墨
子
』
に
お
い
て
音
楽
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に
関
す
る
気
が
説
か
れ
て
い
な
い
点
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
墨

家
が
非
楽
を
主
張
す
る
こ
と
と
密
接
に
関
係
し
て
い
る
。
す
な
わ

ち
、
非
楽
を
説
く
墨
家
に
お
い
て
は
、
そ
も
そ
も
音
楽
に
関
す
る

気
の
思
考
を
受
容
す
る
必
要
が
な
い
。
ま
た
仮
に
そ
れ
を
受
容
し

た
場
合
、
非
楽
の
主
張
と
の
抵
触
が
避
け
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。

そ
う
し
た
事
情
か
ら
、
墨
家
は
気
と
音
楽
と
の
関
係
を
め
ぐ
る
思

考
を
受
容
し
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
結
果
と
し
て
『
墨
子
』

に
お
い
て
は
音
楽
に
関
わ
る
気
が
説
か
れ
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ

る
。
『
墨
子
』
に
お
い
て
は
音
楽
に
関
す
る
気
が
欠
落
す
る
一
方
で
、

飲
食
と
関
わ
る
気
に
つ
い
て
は
受
容
さ
れ
、
『
国
語
』
・
『
左
伝
』

と
ほ
ぼ
同
じ
形
で
説
か
れ
て
い
る
訳
だ
が
、
そ
う
し
た
違
い
に
こ

そ
、
墨
家
固
有
の
思
想
的
立
場
が
反
映
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る

の
で
あ
る
（
注
9
)
0

ま
た
気
が
天
人
相
関
の
媒
介
と
し
て
機
能
す
る
と
の
思
考
が
『
墨

子
』
に
お
い
て
見
ら
れ
な
い
点
に
も
、
墨
家
の
思
想
的
立
場
の
反

映
が
見
ら
れ
る
。
人
格
神
た
る
上
天
・
上
帝
へ
の
服
従
を
説
く
墨
家

は
、
ま
た
鬼
神
の
存
在
を
主
張
し
た
。
従
っ
て
そ
の
天
人
相
関
思

想
に
お
い
て
は
、
気
で
は
な
く
、
鬼
神
を
媒
介
者
と
す
る
よ
り
直

接
的
な
天
人
相
関
が
根
幹
を
な
す
と
い
え
る
。
こ
の
た
め
墨
家
は
、

気
の
思
想
を
受
容
す
る
に
当
た
っ
て
も
、
更
に
気
を
天
人
相
関
の

媒
介
者
と
し
て
位
置
付
け
る
こ
と
が
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

も
っ
と
も
、
兼
愛
や
非
攻
と
い
っ
た
墨
家
独
自
の
主
張
の
実
践
と

い
う
意
味
で
、
守
城
の
た
め
の
戦
法
は
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い

た
。
こ
の
た
め
、
守
城
戦
を
遂
行
す
る
上
で
の
現
実
的
な
要
請
に

応
ず
る
た
め
の
も
の
と
し
て
、
望
気
の
気
に
つ
い
て
限
定
的
に
受

容
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
に
、
墜
家
も
そ
の
思
想
的
立
場
に
適
合
す
る
形
で
、

い
わ
ば
選
択
的
に
気
の
思
想
を
受
容
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の

結
果
と
し
て
、
『
墨
子
』
に
お
け
る
気
は
、
墨
家
思
想
の
中
で
中
心

的
位
置
を
占
め
る
こ
と
な
く
、
幅
広
い
事
象
を
そ
れ
ぞ
れ
個
別
的

に
説
明
す
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る
（
注
10)o

注
目
す
べ
き
点
は
、
確
か
に
墨
家
は
気
の
思
想
を
受
容
す
る
際
、

そ
の
思
想
的
立
場
に
適
合
し
難
い
点
を
部
分
的
に
排
除
し
た
が
、

気
が
あ
ら
ゆ
る
現
象
を
構
成
す
る
と
い
う
気
の
思
想
の
根
本
的
な

部
分
に
つ
い
て
は
継
承
し
て
お
り
、
更
に
そ
れ
を
発
展
さ
せ
、
多

様
な
現
象
を
広
く
気
で
説
明
し
よ
う
と
し
た
と
位
置
付
け
る
こ
と

が
で
き
る
点
で
あ
る
。
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
『
墨
子
』
に
お
い

て
は
人
間
の
身
体
内
部
の
気
と
外
界
の
気
と
が
共
に
説
か
れ
て
お

り
、
全
体
と
し
て
墨
家
は
『
国
語
』
・
『
左
伝
』
の
気
の
思
想
の
枠

組
み
を
継
承
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
例
え
ば
兵
家
の

場
合
、
人
事
重
視
の
兵
学
と
陰
陽
流
兵
学
と
が
、
共
に
そ
の
思
想

的
立
場
に
適
合
す
る
部
分
だ
け
を
極
め
て
偏
っ
た
形
で
受
容
し
た

こ
と
と
大
い
に
異
な
っ
て
い
る
。

加
え
て
、
資
料
⑱
の
死
体
か
ら
発
生
し
た
気
が

「
上
に
発
洩
す
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る
」
と
の
用
例
は
、
特
に
興
味
深
い
。
と
い
う
の
も
、
こ
の
用
例

は
、
『
墨
子
』
に
お
け
る
気
が
、
人
間
の
身
体
を
構
成
す
る
も
の
で

あ
る
と
同
時
に
、
外
界
に
お
い
て
存
す
る
気
体
や
臭
気
な
ど
で
も

あ
る
と
い
う
こ
と
を
直
接
的
に
示
し
て
お
り
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
が

実
は
す
べ
て
気
で
構
成
さ
れ
る
と
い
う
立
場
に
墨
家
が
立
ち
つ
つ
、

人
間
の
生
死
を
も
気
で
説
明
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
を
窺
わ
せ

る
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
『
国
語
』
・
『
左
伝
』
に
お
け
る
気
も
、
人
の
身
体

内
部
の
気
と
外
界
の
気
と
は
結
局
同
一
の
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
が
、

そ
の
こ
と
は
気
と
飲
食
、
或
い
は
気
と
音
楽
と
の
関
係
な
ど
か
ら

間
接
的
に
示
さ
れ
る
に
止
ま
っ
て
い
た
。
ま
た
人
間
の
死
と
気
と

の
関
係
は
特
に
言
及
が
無
く
、
死
体
か
ら
気
が
発
生
す
る
と
い
っ

た
現
象
に
つ
い
て
も
む
ろ
ん
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
に
対
し

て
墨
家
は
、
人
間
の
身
体
や
精
神
的
活
動
が
気
で
構
成
さ
れ
る
と

す
る
だ
け
で
な
く
、
人
間
の
生
死
と
い
っ
た
、
更
に
幅
広
い
現
象

を
も
気
で
説
明
せ
ん
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
わ
ず
か
な
用
例
か

ら
で
は
あ
る
が
、
こ
う
し
た
点
を
『
墨
子
』
に
見
ら
れ
る
気
の
思

想
的
展
開
の
一
面
と
し
て
認
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

史
官
や
楽
官
が
成
立
さ
せ
た
気
の
思
想
に
お
い
て
、
気
は
あ
ら

ゆ
る
事
象
を
構
成
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
そ
う
し
た

結
語

注

気
概
念
を
受
容
し
用
い
る
な
ら
ば
、
様
々
な
現
象
に
つ
い
て
説
明

す
る
上
で
大
変
都
合
が
よ
い
。
諸
子
が
気
の
思
想
を
受
容
し
た
主

た
る
要
因
は
、
こ
の
点
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
諸

子
の
中
で
も
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
た
墨
家
が
、
そ
の
固
有
の

主
張
と
抵
触
す
る
可
能
性
の
あ
る
部
分
に
つ
い
て
は
欠
落
さ
せ
な

が
ら
も
、
『
国
語
』
・
『
左
伝
』
に
見
ら
れ
る
気
の
思
想
の
根
本
的

な
部
分
を
基
本
的
に
継
承
し
た
こ
と
は
、
春
秋
戦
国
期
に
お
い
て

多
く
の
思
想
家
が
気
を
説
き
、
気
概
念
が
一
般
化
し
た
こ
と
と
も

関
係
し
た
の
で
は
な
い
か
と
予
測
さ
れ
る
。
そ
う
し
た
他
の
思
想

家
と
の
関
連
や
秦
漢
以
降
に
お
け
る
気
の
思
想
的
展
開
と
の
関
連

に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

(
1
)

拙
稿
「
『
国
語
』
周
語
に
お
け
る
気
」
（
「
中
国
研
究
集
刊
」
荒
号
、

一
九
八
九
年
）
、
「
気
の
思
想
の
成
立
ー
ー
『
国
語
』
に
お
け
る
気
を

中
心
に

I

」
(
「
新
潟
大
学
教
育
学
部
紀
要
」
第
三
二
巻
第
二
号
、

一
九
九
一
年
）
、
「
『
左
伝
』
に
お
け
る
気
の
思
想
ー
ー
＇
『
国
語
』
に
お

け
る
気
の
思
想
と
の
比
較
を
中
心
に
ー
—
1
(
「
東
ア
ジ
ア
ー
ー
＇
歴
史

と
文
化
ー
ー
」
第
二
号
、
一
九
九
三
年
）
参
照
。

(
2
)

拙
稿
「
兵
家
の
気
の
思
想
に
つ
い
て
ー
ー
＇
「
孫
氏
の
道
」
を
中
心

に
ー
」
（
「
集
刊
東
洋
学
」
第
七
十
二
号
、
一
九
九
四
年
）
、
「
『
六
餡
』

に
お
け
る
気
の
二
元
性
」
（
「
中
国
研
究
集
刊
」
暑
号
、
一
九
九
七
年
）
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参
照
。

(
3
)
非
個
下
篇
の
「
人
氣
」
の
用
例
は
、
『
墨
子
間
詰
』
に
従
い
「
乞
人
」

の
誤
り
と
し
て
除
外
す
る
。

(
4
)
渡
邊
卓
氏
『
古
代
中
国
思
想
の
研
究
』
（
創
文
社
、
一
九
七
三
年
）
、

浅
野
裕
一
氏
『
鑑
賞
中
国
の
古
典
孟
子
・
墨
子
』
（
角
川
書
店
、
一

九
八
九
年
。
後
に
講
談
社
学
術
文
庫
『
墨
子
』
、
一
九
九
八
年
）
他
参

照。

(
5
)
『
墨
子
』
の
引
用
は
『
墨
子
間
詰
』
本
に
よ
る
が
、
一
部
字
句
を
改

め
た
箇
所
が
あ
る
。

(
6
)

但
し
、
こ
こ
で
い
う
「
敵
の
気
」
の
詳
し
い
性
質
は
不
明
で
、
敵

軍
の
戦
闘
意
欲
を
意
味
す
る
可
能
性
も
一
概
に
否
定
は
で
き
な
い
。

た
だ
、
こ
の
用
例
は
資
料
⑧
に
続
く
部
分
に
見
ら
れ
る
た
め
、
こ
こ

で
は
一
応
望
気
の
気
と
見
な
し
て
お
く
。

(
7
)
以
下
、
注

(
1
)
前
掲
の
拙
稿
参
照
。

(
8
)
坂
出
祥
伸
氏
『
中
国
古
代
の
占
法
技
術
と
呪
術
の
周
辺
』
（
研
文

出
版
、
一
九
九
一
年
）
参
照
。

(
9
)
音
楽
と
の
関
係
が
欠
落
し
た
こ
と
は
、
『
墨
子
』
の
気
が
そ
れ
ぞ
れ

に
個
別
的
な
現
象
を
説
明
す
る
だ
け
で
、
そ
の
相
互
の
関
連
性
が
稀

薄
で
あ
る
こ
と
と
も
関
連
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

(10)

久
富
木
成
大
氏
は
「
「
気
」
を
め
ぐ
る
『
墨
子
』
の
思
想
様
式
に
つ

い
て
」
（
「
金
沢
大
学
教
養
部
論
集
人
文
科
学
編
」
第
三
三
巻
第
二
号
、

一
九
九
六
年
）
に
お
い
て
、
『
墨
子
』
に
お
け
る
政
治
思
想
の
深
部
に

「
気
の
操
作
」
と
い
う
考
え
が
存
し
、
ま
た
墨
子
の
い
う
鬼
神
は
気

を
人
格
化
し
た
も
の
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

墨
家
思
想
の
根
抵
に
気
の
思
想
が
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
位
置
を
占
め
た

と
は
考
え
ら
れ
ず
、
ま
た
墨
家
が
気
を
人
格
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
必
然
性
に
つ
い
て
も
認
め
難
い
。

(79) 


